
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

浜松日赤ニュース 
令和６年 

新春号 

 

院長 

俵原 敬（たわらはら けい） 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年 2023 年はワールドベースボールクラシックで

日本が優勝、エンゼルスの大谷翔平選手がメジャ

ーリーグでホームラン王と２回目の MVP 受賞と日

本人の誇りになり元気づけられるニュースがありま

した。そのほか将棋の藤井聡太竜王が史上初の八

冠を成し遂げたという素晴らしいニュースも記憶に

残っています。 

一方良いニュースばかりではなく、世界をみると

2022 年からヨーロッパではロシアのウクライナへの

侵攻とその後の戦争状態はいまだつづき、2023 年

10月には中東でイスラエルとパレスチナのハマスと

の戦争も勃発、連日ニュースで赤十字・赤新月の

マークを見ない日がありません。 

ちなみに 1863 年に設立された赤十字国際委員会

(ICRC)は、公平で中立、かつ独立した組織で、武

力紛争およびその他暴力の伴う事態によって犠牲

を強いられる人々の生命と尊厳を保護し、必要な

援助を提供することをその人道的使命として活動し

ています。 

我々浜松赤十字病院はそのような赤十字の一員と

して昭和 13年（1938年）３月に日本赤十字社静岡

県支部浜松診療所として開設され、85 年の長い歴

史を刻んでいる浜松市内で最も伝統ある病院で

す。 

2007年 11月に現在の浜北区小林に移転新築し、

浜松市北東部を中心に市民病院として職員全員

で一生懸命努力しているところです（今年 2024 年

１月１日からは所在地は浜松市行政区再編では浜

名区になる予定です）。 

当院は地域医療支援病院、基幹型臨床研修病

院、災害医療拠点病院の指定を受けている総合

病院で、そのほか救急医療体制の輪番制２次救急

の一翼を担っています。最近では地上のヘリポート

もあり天竜区の山間部から防災ヘリを利用した救

急搬送も増えてきています。 

病院所在地の浜北地区はベッドタウンとして区の

中でも（旧浜北区）人口増加している地域であり、

以前から待ち望んでいた遠州小林駅からなゆた・

浜北区役所、浜松赤十字病院の３点で囲まれた地

区の都市開発が今年から本格的に動き始めます。

そこには複合エリア・大街区エリア・住宅エリアの３

ブロックから構成されるとしています。当院の位置

は大街区エリアにあり、そこは交流・賑わい拠点・

医療福祉を核とした街としていくとあります。我々の

病院もさらに地域で信頼され愛される病院となり、

この地区の核となり将来ますます良い街になるよう

尽力していく所存です。 

皆様にとりまして今年が良い年であることを祈念し

新年のご挨拶といたします。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

新年のご挨拶 



 

 

当院では令和５年 10 月３日から新しいアンギオ（血管造影

検査）装置の稼働が始まりました。 

血管造影検査ではカテーテルという細い管を目的の血管まで挿

入し、造影剤という薬を注入しながら連続的にＸ線撮影をする

ことで、血管や腫瘍を詳しく検査することができます。 

また、カテーテルを利用してバルーンやステントで心臓の冠動脈

の狭くなった血管を拡張し、急性心筋梗塞や狭心症を治療し

たり、カテーテルアブレーションという心臓の不整脈の原因となる

組織を焼灼して治療したりと循環器疾患治療に主に用います。 

そのほか脳卒中の血管内治療、頭部動脈瘤の診断と治療、

四肢の血管の詰まっている位置を診断治療、肺塞栓治療、悪

性腫瘍のカテーテル治療なども行います。 
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当院では今年度病院機能評価を受審しました。 

専門調査者が来院され「患者さんの視点に立って良質な

医療を提供するために必要な組織体制」や、「実際に医

療を提供するプロセス」、「病院全体の管理・運営体制」

など、約90項目の評価を受け、この度、平成30年以来

2 度目の認定を受けることができました。特に「輸血・血

液管理機能」と「救急医療機能」の２項目では、最も高

い評価である「S評価」をいただくことができました。 

今後も地域の皆様に信頼される病院づくりのために、更な

る改善を推進し、質の高い医療を提供できるよう、職員一

丸となって取り組んでまいります。 

 

「病院機能評価」は 

日本医療機能評価機構による評価です 

患者さんの命と向き合う病院には、その医療の質を担保す

るために備えているべき機能があります。 

国民の健康と福祉の向上に貢献することを目的とする公

益財団法人として 1995 年に設立された日本医療機能

評価機構は、病院が備えているべき機能について、中立・

公平な専門調査者チームによる「病院機能評価」審査を

行い、一定の水準を満たした病院を「認定病院」としてい

ます。 

アンギオ 

病院機能評価の認定を受けました 

新しいアンギオ装置(Philips Azurion 7 Biplane)を導入しました 

理念や基本方針に基づいた質の高い医療

を提供し、病院機能の充実・向上を図るた

めに病院機能評価を受審しています。 

 

『Philips Azurion 7 Biplane』 

従来品と比較して、より安全に検査を行うこと

が可能になりました。 


